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(論文審査の要旨) 
 
 修士(工学)、井上岳君提出の学位請求論文は「地域コミュニティのための改修によるコモンスペ
ースに関する研究 - アクションリサーチとケーススタディを通して -」と題し、四章からなって
いる。 
 
 公共サービスは行政によって市民に提供されてきたが、バブル崩壊後の資金不足から行政による
公共サービスの縮小を背景に、市民が集会場の運営など独自の公共サービスを展開する、公共性の
変化が起きている。この中で、広がりを見せているのが、住民団体が作る地域コミュニティのため
の多目的な共有空間としてのコモンスペース(以下 CS)である。近年、住民団体のみならず多くの
建築家も CSの設計と運営に関わっている。そして、持続性に対しての意識の高まりから使われて
いない建築ストックの改修によって CSがつくられる事例が増加している。そこで、本研究では建
築設計の視点から改修による CS に関する実態把握と建築家が CS に関わる意義と課題を明らかに
することを目的とする。方法として、研究者自らが実践型研究手法であるアクションリサーチ(以
下 AR)を用い一事例の CSを実践し、異なる地域状況の複数事例を対象としたケーススタディを行
う。最後に、AR とケーススタディによって得られた知見を総合することで建築家が CS に関わる
意義と課題をまとめる。 
 第一章においては本研究の目的とその社会的背景、研究構成について述べた。 
 第二章においては、地方小都市で CSへの改修を実施した。本論の研究者が建築家として住民へ
のインタビューを行い、地域への共有空間の要望を確認し、CSへの改修を行った。そして、ARの
4フェーズである現状確認、計画、実施、評価と省察のサイクルを用い、インタビューから改修ま
でのプロセスを分析し、本事例についての効果と課題を明らかにした。 
 第三章においては、ARで得られた知見をもとに 8事例の改修による CSに文献調査、実地調査、
建築家と運営者への半構造化インタビューを行い、共通する設計の特徴をまとめ、設計以外にも運
営や広報など建築家の役割を確認した。その結果、共通する設計の特徴として、開放性と柔軟性、
地域状況への対応、利用者の CSに対しての愛着形成が認められた。また、建築家による運営の特
徴として、設計以外の役割の拡張を明らかにした。 
 第四章では、第二章と第三章によって得られた知見を総合し建築家が CSに関わることの意義と
課題をまとめた。意義として、設計によって意匠性を高めるだけではなく、通常建築家が関われな
い資金の獲得、用途、敷地などの条件設定や竣工後の運営にも建築設計の技術を用いて関与し、住
民との視覚的なコミュニケーションや利用者と CSの関係をつくるための部分的なセルフビルドを
計画するなど、創造的な運営方法を生んでいることを明らかにした。課題として、設計の際に CS
の利便性への考慮不足や、竣工後の運営への継続的な関わりの困難を確認し、課題解決のための示
唆を考察した。本研究は CSに建築家が関わるニーズが高まる中で、建築家の役割の広がりの方向
性を明らかにした一方、それに伴う課題も示した。 
 
 以上より、本研究で得られた知見は今後の地域コミュニティのための改修による CSに建築家が
関わる意義と課題をまとめ、工学的に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は博士(工
学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
